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1.  Summary 
 
In fiscal 2005, the Japan Ministry of the Environment (MOE) initiated a project 
entitled “Survey and Establishment of Methods for the Risk Assessment of 
Pesticide Spray Drift,” and has been engaged in research for the purpose of 
establishing methods for human health risk assessment and management of pesticides 
spray drift that occurs from pesticide application for maintenance of trees and shrubs 
in urban streets and parks.  
 
In order to establish effective, science-based methods for the risk assessment and 
management of spray drift, it is important to conduct an appropriate risk assessment 
based on an evaluation of both measured in-use exposure levels and the toxicological 
characteristics of the pesticide. 
 
Consequently, since fiscal 2007, MOE has undertaken the literature searches and has 
commissioned inhalation toxicity studies on three organophosphorus pesticides, 
fenitrothion, trichlorfon and isoxathion which are frequently used for trees and shrubs 
in urban streets and parks for the prevention of pests. 
 
Based on the data and information obtained from the literature searches and 
toxicological studies, assessed values of airborne pesticide concentrations were 
individually determined as a measure to support the effective management of the risk 
on human health from the spray drift of chemicals as follows: 
 
Fenitrothion, 0.01 mg/m3 

Trichlorfon, 0.07 mg/m3 
Isoxathion, 0.007 mg/m3 

 

These assessed values will be used as a scientific basis for establishing off limit areas 
and off limit periods during and following pesticide application in “Control 
Manual for Pests of Trees and Weeds in Parks and Streets” which will be compiled 
in the above-mentioned “Survey and Establishment of Methods for the Risk 
Assessment of Pesticide Spray Drift.” 
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※ 呼吸量： 

成人の平均呼吸量は 0.200 L/min/kg 体重と仮定する。  
←殺虫剤ガイドライン（案）1)と同じシナリオ（1 日の平常の活動状況を休息 16 h/day（休

息時の呼吸量 8 L/min3)）、軽作業 8 h/day（軽作業時の呼吸量 16 L/min4)）とし、成人の平

均体重 53.3 kg 体重を用いて 0.200 L/min/kg 体重が算出される。 

※ 呼吸量：小児の平均呼吸量は 0.403 L/min/kg 体重と仮定する。 
←小児の 1 日当たりの呼吸量 8.7 m3/day5) 及び小児の平均体重 15 kg 体重 5) から 0.403 
L/min/kg 体重が算出される。 
   
３．４．２ 確認された事項および考慮すべき事柄 
（１）農薬の一日摂取許容量（ADI）との関係：市街地および公園等における農

薬散布は短期間であり、その健康影響は亜急性的なものと考えられることか

ら、慢性的な健康影響を評価した ADI※とは性質を異にすると考えられる。

従って、気中濃度評価値の設定において、例えば、水質汚濁に係る登録保留

基準値を設定する場合のように ADI の配分を予め設定する手法は、必ずしも

妥当ではないと考えられる。 
※ ADI とは、人が生涯にわたって当該農薬を摂取したとしても安全性に問
題がないと認められる 1 日当たりの農薬摂取量のこと。 

 
（２）試験期間による安全係数の追加：動物試験の試験期間の長さによる追加安

全係数については市街地および公園等における農薬散布が短期間であること

から、考慮の必要性はないと考えられる。 
 
（３）妊婦等の感受性：動物を用いた毒性試験（催奇形性試験又は繁殖毒性試験）

において妊娠動物あるいは胎児への明らかな毒性影響が認められている場合

には、妊婦あるいは胎児に対する影響を考慮して気中濃度評価値にさらに安

全係数を乗ずることを検討する必要性があるため、試験結果を踏まえて被験

対象農薬毎に検討することとした（検討結果は「４．吸入毒性試験の調査及

び実施結果」を参照）。 
 
（４）小児の感受性：さらに、小児の感受性を考慮し、個々の剤の毒性試験結果

において児動物に対する明らかな影響が認められる場合には、さらに安全係

数を乗ずることを検討する必要性があるため、試験結果を踏まえて被験対象

農薬毎に検討することとした（検討結果は「４．吸入毒性試験の調査及び実

施結果」を参照）。 
 

 
 

 

1) 一般用医薬品及び医薬部外品としての殺虫剤の室内使用時のリスク評価方法ガイドライン
（案）（厚生労働省意見募集案件（2007）） 

3) 新生理学〈形態と機能〉：151（1984） 
4)  許容濃度暫定値（1981）の提案理由：日本産業衛生学学会・許容濃度に関する委員会, 産業

医学, 23, 577(1981) 
5) EPA ”Standard Operating Procedures (SOPs) for Residential Exposure Assessments－INHALATION 

OF RESIDUES FROM INDOOR TREATMENTS” (1997) 
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T23 ����@A7��:;JK[\ 

T2� ]^_`abcd 
T2�2� efghijkl<�mn7o� 

 
��Q�277.2 
?�3 �0.3±*3 @��140-145±�A* 
BUC�1.57×10-3Pa  25±$ 

 
 
T2�2� ��[\ 

3 3 3  3 3 3 3 ]^_`abcd7�����7O�|·Áh�½ SD ÜH�` 6 ¹J$
L 4¹ø23��¦§¨·hØ7µ¶���´rs·ÏË§�`�òaDF|
·ÁUVW�´ 2h4:; 8 mg/m3LYS·h�Aim´ 11 6·øh¹ 51ø
7Yp¦§¨·ÏËÌÍ7�ÏhOPEe�gh«Ö&Sh`àQ&Sh�r

�hFúl<r�hoyl<r�hoy=kl<r�hstd��hHàtý

�h{�ÖQhGr:;ìj��l<r�´JK·ÏË¾YSW�LB©OJ

&UVW� kl�ß$®h2.0h3.8:; 7.4 mg/m3×ÝÏË§�`�òaD

F7ÓU�l<VH´ MMAD$®hIJBÅ»h2 mg/m3»h4 mg/m3»:;

8 mg/m3»ØÅKÅ 2.67h2.25h3.04:; 2.20 �mhLÐlxÒMé GSD$
®ØÅKÅ 2.14h2.10h2.09:; 2.29×ÝÏË@A[\®�é7�ê×Ý
ÏË 

3 3 3  
3 3 3 3 3 3  �2ÌÍ®Ï}°ÅÑhOPEe�gh«Öh̀ àQh�r�hFúl<r�h

oyl<r�hoy=kl<r�h{�ÖQhGr:;ìj��l<r�L

MÀÁ
ÂÃL�>©OZ[®Ï}°ÅÎ¯ÝÏË 
 
3 3 3 3 3 3  �2]^_`abcd®Û�tdÜ�î�×êhstd��hHàtý�´

N¬©O|Q§Ï�ÄÅÁÀOË6@ALMÀÁ®h�é7std��hH

àt7�GÕÏ}°ÅÏË�8 mg/m37½ BÅ»7X7 81%$h4 mg/m37�

 ¬ 56%$:; 8 mg/m37� ¬ 29%$LMNOoqstd��hHàtý
�7Aéh4 mg/m37½ ¬ 93%$h8 mg/m37½ ¬ 88%$:; 8 mg/m37

� ¬ 68%$LMNOmstd��hHàtý�7Aéh:; 8 mg/m37½

 ¬ 74%$:; 8 mg/m37� ¬ 49%$LMNOnopstd��hHàt
ý�7AéËJMPR 7=ÒLiÓ|hoqstd��hHàtý�7�G:
;BÅ»7 80%{7m:;nop7std��hHàtý�ãíL®��
l<èê®ÎÀ|AOÄÅÁÀOË¡ÝÁh6@A®h�½LMNOoq

std��hHàt7Aé:; 4 mg/m37½LMNOmstd��hHàt

7AéLÊÀÁ7��l<èê®P·À|�å°ÅÏË 
 
 �� �������	
�� ���������������������� !"�#$�%&'��('#)�#�"���$*+
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3 �æh]^_`abcd´�½7 SDH�`L 0h2h4:; 8 mg/m37¦§

¨W�L¡ê 11 6·øh¹ 517*� 4¹ø23·Á¦§¨·hµ¶��
�´��·ÏË��l<Lèê7×OZ[®h8 mg/m3 »7�½LÏ}°ÅÏ

m:;nopstd��hHàtý�7ãí7Ð×ÝÏËiÝÁh6@A®

¯éLMNOP��Q NOAEC$®�½|
 4 mg/m3 J&UVW���X�

3.8 mg/m3$|�å°ÅÏË 
 
T2�2& ��pqLMNOrs 
3 SDH�  ̀O»�½¾ 5¿$́ ÃÀÏ 281ø23����@A @A®¯�
11 6·øh1¹ 51ø7Yp¦§¨Ë¦§¨W��0h2h4:; 8 mg/m3Ë�

g#r�?0�OPe�h«Öh`àQh�r�hFúl<r�hoyl<r

�hoy=kl<r�hnop#oq:;m7std��hHàtý�hìj

l<r�Ë2003�Ë$LMÀÁh8 mg/m3»7�mstd��hHàtý�L

L�l<LÛèh¯Ê 20%�æ7ãí:; 8 mg/m3»7�½nopstd

��hHàtý�LL�l<Ûèh¯Ê 20%�æ7ãíÕÏ}°ÅÏÔ|¯
°hP��Q NOAEC$´�½|
L 4 mg/m3|·ÏË 
3 ÎMh����LMÀÁ��Gi»�GiÈ7��Z[®Ï}°ÅÎ¯ÝÏ

 �� �âÅ$Ë 
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４．２ トリクロルホン 
４．２．１ 構造式、物理化学的性質等の情報 
 

分子量：257.4 
融点 ：83-84℃* 沸点：100℃* 
蒸気圧：2.1×10-4Pa （20℃） 

 
 
４．２．２ 試験結果 
環境省が平成 17 年度に実施した「自治体における街路樹、公園緑地等での防

除実態調査」の結果、街路樹や公園等の市街地における使用実績が多い農薬と

して、平成 20 年度においては、トリクロルホンのラットにおける 28 日間全身

ばく露吸入毒性試験を実施し、その生体影響を調査した。 
本試験は、OECD テストガイドライン 412 に準拠し、被験物質投与群 3 群と

対照群 1 群の計 4 群で、各群雌雄とも 10 匹とし、合計 80 匹を用いた。被験物

質の投与は、トリクロルホン水溶液のミストを 1 日 6 時間、1 週 5 日間で 28 日

間（4 週間）、動物に全身ばく露条件下で吸入ばく露することにより行った。投

与濃度は、雌雄とも 0（対照群）、10、30、100 mg/m3とした。観察、検査とし

て、一般状態の観察、体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検

査、アセチルコリンエステラーゼ活性の測定、リンパ球サブセットの測定、剖

検、臓器重量測定、病理組織学的検査及び血液中のトリクロルホン濃度（主要

代謝物を含む）の測定を行った。 
     投与群（10 mg/m3群、30 mg/m3 群、100 mg/m3群）の吸入チャンバー内トリ

クロルホン濃度の実測値は、10.0、30.2、101.0 mg/m3、ミスト粒子の空気動力

学的質量中位径（MMAD）と幾何標準偏差σg は、1.8～2.8 μm、1.9～2.1 であ

り、OECD テストガイドライン 412 の基準値（MMAD：1～3μm、σg：1.5～
3.0）内であった。 
トリクロルホンのばく露の結果、動物の死亡はみられず、一般状態の観察、

体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検査、リンパ球サブセッ

トの測定、剖検観察、臓器重量の測定及び病理組織学的検査では、トリクロル

ホンの毒性影響と思われる変化はみられなかった。 
赤血球、血漿中及び脳のアセチルコリンエステラーゼ活性の測定では、統計

学的に有意な活性の低下が、雄では血漿で全投与群、脳と赤血球で 30 mg/m3

以上の群に、雌では脳と血漿で 30 mg/m3以上の群にみられた。これらのうち、

雄の 100 mg/m3群の赤血球アセチルコリンエステラーゼ活性では、統計学的に

有意で、かつ 20%以上の阻害（25%の活性低下）がみられた。この変化を WHO
のガイドラインで示された毒性影響と考え、本試験におけるトリクロルホンの

ラットに対する 4 週間吸入ばく露による無毒性量（NOAEC）は、赤血球のアセ 
 

 * 国際化学物質安全性計画 環境保健クライテリア（http://www.inchem.org/pages/ehc.html） 
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rbFstd��hHàtý�È7Z[´�d�Wwd`|·Áh½ 30 
mg/m3h� 100 mg/m3×O|45·ÏË 
oqV7`tuaFvd®½7 30 mg/m3�æ7»h�7�ÂÃ»¯°rìÄ

ÅhrìÄÅÏGiº®�7IÕÚ¯ÝÏË{Ïh100 mg/m3 »®�½|


�Gi¯°`tuaFvdÕrìÄÅÏÕhrìW�®�7IÕ%X×ÝÏË

C4��i×O 2,2-XuaaY_FX�bFv�]^w` DDVP$®�½
|
ÀÑÅ7ÂÃ»¯°
rìÄÅÎ¯ÝÏË 
 
T2�2& ��pqLMNOrs 
6��pqLMÀÁ�"ÄÅh[\ÕrsÄÅÏVZ��[í�\]q16

Rwcò�rw-.rdáàL¡O SD H�` O»�½¾ 10 ¿$´ÃÀÏ
28 1ø23����@A @A®¯�1 1 6 ·øh1 ¹ 5 1ø7�X¦§¨Ë
¦§¨W��0h10h30:; 100 mg/m3Ë�g#r�?0�=Ì:;OPe�h

«Öh`àQhoyl<r�hoy=kl<r�hnop#oq:;m7òr

bFstd��hHàtý�hoy#|}:;z{7td~pz�r�`hì

jl<r�hoyV7�AimW�Ë2009 �Ë$LMÀÁh100 mg/m3»7½

nopstd��hHàtý�LL�l<LÛèh̄ Ê 20%�æ7ãíÕ
Ï}°ÅÏÔ|¯°hP��Q NOAEC$´½ 30 mg/m3h� 100 mg/m3

|·ÏË 
ÎMh����LMÀÁ��Gi»�GiÈ7��Z[®Ï}°ÅÎ¯ÝÏ

 �� �âÅ$Ë 
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４．３ イソキサチオン 
４．３．１ 構造式、物理化学的性質等の情報 
 

分子量：313.3 
融点 ：<25℃* 沸点：160℃* 
蒸気圧：1.60×10-4Pa （25℃） 

 
 
４．３．２ 試験結果 
環境省が平成 17 年度に実施した「自治体における街路樹、公園緑地等での防

除実態調査」の結果、街路樹や公園等の市街地における使用実績が多い農薬と

して、本年度においては、イソキサチオンのラットにおける 28 日間全身ばく露

吸入毒性試験を実施し、その生体影響を調査した。 
    本試験は、OECD テストガイドライン 412 に準拠し、被験物質投与群 3 群と

対照群 1 群の計 4 群で、各群雌雄とも 10 匹とし、合計 80 匹を用いた。被験物

質の投与は、イソキサチオンのミストを 1 日 6 時間、1 週 5 日間で 28 日間（4
週間）、動物に全身ばく露条件下で吸入ばく露することにより行った。投与濃度

は、雌雄とも 0（対照群）、1、3、10 mg/m3とした。観察、検査として、一般状

態の観察、体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検査、アセチ

ルコリンエステラーゼ活性の測定、リンパ球サブセットの測定、剖検、臓器重

量測定、病理組織学的検査及び血液中のイソキサチオン濃度（主要代謝物を含

む）の測定を行った。 
投与群（1 mg/m3群、3 mg/m3群、10 mg/m3 群）の吸入チャンバー内イソキサ

チオン濃度の実測値は、1.0、3.0、10.1 mg/m3、ミスト粒子の空気動力学的質量

中位径（MMAD）と幾何標準偏差σg は、1.9～2.1 μm、1.9～2.2 であり、OECD
テストガイドライン 412 の基準値（MMAD：1～3μm、σg：1.5～3.0）内であ

った。 
イソキサチオンのばく露の結果、動物の死亡はみられず、一般状態の観察、

体重及び摂餌量の測定、血液学的検査、血液生化学的検査、リンパ球サブセッ

トの測定、剖検観察、臓器重量の測定及び病理組織学的検査では、イソキサチ

オンの毒性影響と思われる変化はみられなかった。 
赤血球、血漿中及び脳のアセチルコリンエステラーゼ活性の測定では、統計

学的に有意な活性の低下が、雄では赤血球と血漿で 10 mg/m3群に、雌では血漿

で 3 mg/m3 以上の群、赤血球で 10 mg/m3 群にみられた。これらのうち、雌雄の

10 mg/m3群の赤血球アセチルコリンエステラーゼ活性では、統計学的に有意で、

かつ 20%以上の阻害（雄：59%、雌：46%の活性低下）がみられた。この変化

を WHO のガイドラインで示された毒性影響と考え、本試験におけるイソキサ

チオンのラットに対する 4 週間吸入ばく露による無毒性量（NOAEC）は、赤血 
 

* 独立行政法人製品評価技術基盤機構 化学物質総合情報提供システム 
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p7òrbFstd��hHàtý�È7Z[´�d�Wwd`|·Á 3 
mg/m3×O|45·ÏË 
ÎMhoqVLMÀÁhwxyzbcd®�½|
 10 mg/m3»7�Gi¯

°rìÄÅhj7ÂÃ»¯°®rìÄÅÎ¯ÝÏË{ÏhC4��i×Oè

�ay�wxyzDàF®�½|
ÀÑÅ7ÂÃ»¯°
rìÄÅÎ¯ÝÏË 
 

T2&2& ��pqLMNOrs 
6��pqLMÀÁ�"ÄÅh[\ÕrsÄÅÏVZ��[í�\]q16

Rwcò�rw-.rdáàL¡O SD H�` O»�½¾ 10 ¿$´ÃÀÏ
281ø23����@A @A®¯�11 6·øh1¹ 51ø7�X¦§¨Ë
¦§¨W��0h1h3:; 10 mg/m3Ë�g#r�?0�=Ì:;OPe�h«

Öh`àQhoyl<r�hoy=kl<r�hnop#oq:;m7òrb

Fstd��hHàtý�hoy#|}:;z{7td~pz�r�`hìj

l<r�hoyV7�AimW�Ë2010�Ë$LMÀÁh10 mg/m3»7�½L

MÀÁnopstd��hHàtý�LL�l<LÛèh¯Ê 20%�æ7
ãíÕÏ}°ÅÏÔ|¯°hP��Q´�½|
L 3 mg/m3|·ÏË 
ÎMh����LMÀÁ��Gi»�GiÈ7��Z[®Ï}°ÅÎ¯ÝÏ

 �� �âÅ$Ë 
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